
令和２年度 練馬区立石神井東中学校  都大会上演作品　

あっち向いてホイ！
　　　　　　　　　　　　　　　
作　　一丁田　やすたか

登場人物

榎元 (えのもと)　 菜月 (なつき)　　　中学１年生。
椿 (つばき)　　遥代 (はるよ)　　　菜月と４人のいつメン。
楸原 (さきはら)　 明奈 (あきな)　　　菜月のいつメンその２。
柊木 (ひいらぎ)　 冬乃 (ふゆの)　　　菜月のいつメンその３。
岩佐 (いわさ)　 一輝 (かずき)　　　 菜月の幼馴染。
高田 (たかだ) 　陽 (よう)太 (た)　　　一輝の親友その１。単語帳を持ち歩く。
水田 (みずた) 　拓也 (たくや)　　　一輝の親友その２。動きが多い。
榎元 (えのもと) 奈津子 (なつこ)　　　菜月の母親。
岩佐 (いわさ)　 初美 (はつみ)　　　一輝の母親。
　 久実 (くみ)　　　一輝の妹１。
　 絵 (え)実 (み)　　　一輝の妹２。
　 希実 (のぞみ)　　　一輝の妹３。
　駿太 (しゅんた)　　　一輝の弟１。
　典太 (てんた)　　　一輝の弟２。

名前（　　　　　　　　　）
















その他
５歳の菜月名前（　　　　　　　　　）

５歳の一輝
小３の菜月
小３の一輝
小６の菜月
小６の一輝
公園で遊ぶ小さい子どもたち
子ども１～３
公園を通りかかる人たち
一輝が通う塾の生徒たち
学校の生徒たち
犬、たくさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※　脚本中の「／」は、次の台詞が重なります。
　　　　　　　脚本中の「☆」は、同時に発する台詞です。
１　あっち向いてホイ

＊開幕　 【音楽】Ⅰ『子犬のワルツ』
【照明】⓪前明かりなし地明かり 開幕後→①昼の公園
【練馬区・公園】８年前の秋、練馬区のとある公園。
　年中さんくらいの数人の子どもたちが遊んでいる。
その中に、５歳の一輝と菜月がいる。少し離れたところに二人の母親もいて、話し込んでいる。
二人の会話が聞こえてくる。

一輝	なっちゃん、なっちゃん。
菜月	なに、かーくん？
一輝	「あっち向いてホイ」って知ってる？
菜月	知らなーい！　何それ？
一輝	知らないの？　面白いんだよ！
菜月	教えて教えて！
一輝	二人でじゃんけんして、勝った方が「あっち向いてホイ！」って指さすの。そっちを向いたら負け！
菜月	・・・！　面白そう！　やりたい！　かーくんと勝負する！
一輝	いいよ！　やろう！　最初はグー！
二人	じゃんけんポン！（一輝グー、菜月チョキ）
一輝	勝った！　あっち向いて～、ホイッ！（上をさす）
菜月	（上を向く）あ～っ！　私の勝ち？
一輝	違うよ。ボクの勝ち！
菜月	かーくんもう一回！
一輝	いいよ！　負けないよ！　じゃんけん・・・。

何度か勝負する。菜月は最初に必ずチョキを出す。
二人の母親が近づいてくる。

奈津子	なっちゃん、帰るわよ。
初美	一輝も一緒に帰ろう。何して遊んでたの？
☆一輝	「あっち向いてホイ」！
☆菜月	「あっち向いてホイ」！
奈津子	二人とも息ぴったり。
初美	ほんと、仲良しね。

	４人で帰りながら。

一輝	なっちゃん、明日もあっち向いてホイやろうね！
菜月	うん！　やろう！　明日は負けないよ！
一輝	ボクだって！
	
	盛り上がりながら、退場。

【音楽】『公園のガヤ』
【照明】②後方少し暗くなり、①昼の公園
【練馬区・公園】５年前の秋、練馬区のとある公園。
年中さんくらいの数人の子どもたちが遊んでいる。
さっき退場したのと逆から、小学校３年生になった一輝と菜月が楽しそうに入って来る。

菜月	かーくん。（グーの手を突き出す。）
一輝	（同じように手を出して）いいよ。負けないから。
菜月	私だって負けないから！　最初はグー！
二人	じゃんけんポン！（一輝グー、菜月チョキ）
一輝	あっち向いてホイ！

	勝負していると、同級生の子どもたちがやって来る。

子ども１	小学３年生になったのに、まだあっち向いてホイなんてやってる！
子ども２　ホントだー！　子どもみたーい！
子ども３	わー！　幼稚、幼稚ー！（三人、走り去る）
菜月	かーくん、やっぱりやめよう？
一輝	別にいいじゃん。いくよ！

	一輝、拳を前に突き出す。
	菜月、考えて、拳を突き出す。

一輝	最初はグー！
二人	じゃんけんポン！（一輝グー、菜月チョキ）
一輝	あっち向いてホイ！（一輝、勝つ）
菜月	何かかーくん強くない？　ズル？
一輝	ズルなんてしてないよ！　正々堂々さ！
菜月	そっかぁ、そうだよね。もう一回！

	遥代、冬乃がやって来る。

遥代	あ、菜月！　
冬乃	探したよ～。明奈ちゃーん、こっちこっち～。
明奈	いたいた、さすが！　遥代の予想が大当たり。
遥代	やっぱりここだったでしょ。冬乃の予想は大ハズレ。
冬乃	絶対学校だと思ったのになぁ。
菜月	私、みんなと約束してたんだ！　ごめんね。
明奈	じゃ、あっち行こ。バイバイ一輝。
冬乃	一輝くん、じゃあね～。
一輝	おう、バイバーイ。

	菜月たち、小声で「菜月、一輝好きなの？」などと話をしながら去る。反対方向に一輝も出て行く。

【音楽】『公園のガヤ』
【照明】②後方少し暗くなり、③夕方の公園１
【練馬区・公園】１年前の冬、練馬区のとある公園
年中さんくらいの数人の子どもたちが遊んでいる。
小学校６年生になった一輝と菜月が入って来る。

菜月	かーくんは中学受験するの？
一輝	いや、しないよ。・・・なっちゃんは？
菜月	一応、ひとつだけ受ける。お母さんがどうしても受けなさいって。
一輝	そうなんだ。なっちゃんなら頭良いし、余裕でしょ。
菜月	でも難しいところでさ。塾も行ってないしなぁ。かーくんは塾行ってるのに受験しないの？
一輝	行きたくて行ってるわけじゃないんだよね。
菜月	逆に、行きたい人なんているの？
一輝	いないか。

	二人、笑う。
	菜月、グーの手を突き出す。

一輝	よし、いいよ。
菜月	３回負けたらおごりね。
一輝	待った！　おごりはナシ！　うちビンボーだから。
菜月	冗談。じゃんけんポン！（一輝グー、菜月チョキ）
一輝	あっち向いてホイ！（一輝、勝つ）
菜月	何でいつもかーくんが勝つのかなぁ。
一輝	必勝法があるからね。
菜月	うーん。分からない・・・。よし、次！

	１～２回勝負する。
	そこに、陽太と拓也がやって来る。

陽太	お、一輝こんなところにいたのか。
拓也	探したぞー。塾の宿題やった？
一輝	いま良い所。え、宿題？　やば！　拓也見せて！
拓也	できてるわけないじゃん。
一輝	え～！？　陽太は？
陽太	できてるに決まってるだろ。じゃ、お前たちみたいに「あっち向いてホイ」でおれに勝ったら教えてあげてもいいぞ～。
☆一輝	なんで？
☆菜月	なんで？
一輝	あ。
菜月	・・・。
陽太	お、息ぴったり。
菜月	からかわないで！　宿題、見せてあげれば？
一輝	そうだよ。減るもんじゃないし。ね、なっちゃん。
菜月	ほら、かーくんもそう言ってる。
陽太	いいけど自分のためにならんぞ。
一輝	写すのも立派な勉強って藤友先生が。
拓也	そうだそうだ！
陽太	菜月は頭良いからいいよな！
拓也	なー！
菜月	普通だし！
陽太	一輝、先に塾行ってるぞ！
拓也	だな！　ごゆっくり！　かーくん。
陽太	なっちゃん。
一輝	何だよソレー！

	二人、わいわいしながら去る。

菜月	中学入ったら勉強難しくなるんだよね。
一輝	うん。ついていけるかな。
菜月	頑張らないとね。教えてあげてもいいよ。
一輝	なっちゃん頭良いからね。
菜月	そんなことないって。
一輝	あるって。
菜月	かーくんも塾行ってるし大丈夫でしょ。
一輝	「塾に行ってるだけじゃダメよ。目的をもちなさい」ってお母さんがいつも言ってるよ。
菜月	難しい・・・。
一輝	行かせてるのは誰だ！　って思うけど。
菜月	確かに。
一輝	中学校入ったら・・・部活とか楽しみだな。
菜月	だね。
一輝	同じ部活とか入ったら楽しいかな？
菜月	それ面白そう。
一輝	男女一緒の部活ってあるのかな。
菜月	何だろうね。陸上とか？
一輝	陸上か。あとは？
菜月	サッカー？
一輝	サッカーは男子だけでしょ？
菜月	そっか。女子サッカーないのかな。
一輝	バドミントンとか？
菜月	いいね。あとは、卓球？
一輝	かっこいいよね。吹奏楽、は女子か。
菜月	でも男子もいるって聞いたことある。
一輝	そうなの？
菜月	決めつけちゃいけないよ。
一輝	そうだね。
菜月	あ、塾、何時から？
一輝	そうだった。そろそろ行かなきゃ。じゃ、また明日！

	一輝、走って塾に向かう。

菜月	中学、か・・・。

	菜月、走って去る。

	
２　それぞれの人間関係

【音楽】『子犬のワルツ』
【照明】②後方少し暗くなり、④学校
【練馬区・石東中】春、練馬区立石 (いし)東 (ひがし)中学校
入学したての中学１年生や少し大人な２・３年生が話しながら、あるいはじゃれ合いながら歩いている。
ここから、後ろをいろんな生徒が通る。
中学１年生になった菜月たちが入って来る。

遥代	ねえねえ！　みんな部活決めた？
冬乃	まだ～。明奈ちゃんは？
明奈	私もまだ。菜月は足速いから陸上？
菜月	うーん、どうしようかな。陸上もいいんだけど。
遥代	けど？
菜月	私もそこまで速いわけじゃないしさ。
冬乃	速いじゃ～ん！　私、１００ｍ、２９秒６６だよ。
遥代	それは遅すぎ！
冬乃	カタツムリみたいでカワイイでしょ。
明奈	菜月は運動もできて頭も良いし。
遥代	うらやましい。脳みそちょうだい。
明奈	いいね！　じゃあ私は脚をもらう。
冬乃	じゃあ私は体をいただきます。

	みんなで笑う。
	
明奈	菜月は才能の塊だよねぇ。
菜月	いや、みんなが思ってるほどすごくないから。全然。
冬乃	すごいよ。
遥代	モテるし。いいなぁ。
冬乃	私が男だったらソッコー狙うけどなぁ！
明奈	きっと２・３年の先輩たちも菜月を狙うよね。
菜月	ナイって。
明奈	（先輩風。咳込んで）ちょっとそこのキミ。
冬乃	（菜月のマネ。ぶりっ子）はい、私ですかぁ？
遥代	出た、「あきふゆ劇場」。
明奈	キミの走りのフォーム、完璧だ。まるでウサイン・ボルト。練馬のボルトだ。オリンピックも夢じゃない。
冬乃	えっ、そうですかぁ？
明奈	ああ、オレが言うんだから間違いないさ。
冬乃	ふふっ。先輩ったらお上手なんだからっ。
明奈	あはは。どうだろう子猫ちゃん、これからズタバでも行かないか。ごちそうするよ。
冬乃	ええっ？　いいんですかぁ？
明奈	もちろんさ。キミの瞳にフラペチーノ☆
冬乃	きゃっ☆
菜月	ストーップ！
遥代	気持ち悪～。
菜月	練馬のボルトってバカにしてるでしょ。
冬乃	菜月はそういうキャラ。
菜月	何キャラよ。
明奈	カレシとはどうなの？
菜月	彼氏って誰よ？！

	このあたりで一輝、陽太、拓也が出てくる。

明奈	一輝！　小学校から仲いいじゃん。
菜月	仲がいいだけだし。
冬乃	付き合ってるんじゃないの？
菜月	ないない！　ないから！
遥代	そうなんだ～。菜月。今日も部活見学いく？
菜月	いくよ。
明奈	何部？
菜月	今日は吹奏楽。明日は写真部。
明奈	ふーん。女バレ行かない？
菜月	うーん、女子だけの部活は何か気が乗らなくて。
冬乃	へぇ～。あ、仲良し三人組じゃん。

	一輝と菜月、目が合い、そらす。

明奈	菜月、カレシ。
冬乃	えっ、えっ？　やっぱりそうなの！？
菜月	だから違うって！

	再び目が合う。

菜月	何？
一輝	え、いや何もないけど。
菜月	だったらじろじろ見ないでくれる？
一輝	はあ？！　見てないし！　なっちゃ・・・菜月だろ。
菜月	見てませんー。目がかわいそうでしょ。
一輝	どういう意味だよ？
菜月	そういう意味よ。
一輝	あっそ・・・。
菜月	（遙代に）もう行こう。

	楽しげに話しながら去る。

一輝	何だよ・・・。
拓也	うざいな。
陽太	それなー。
陽太	部活どうする？
拓也	昨日はバスケ行ってまあまあだった。一輝は？
一輝	おれは部活じたい厳しいかな。塾もあるし。
拓也	マジか。入らない感じか。
一輝	マジごめん。あー、塾行きたくないなぁ。
拓也	そうなの？　やめれば？
一輝	できたらやめてるよ。
陽太	大人の事情があるんだろ。俺は卓球にするかな。
拓也	ゲーム部作ろうかな。
一輝	無理でしょ。
拓也	諦めるな！
陽太	そうだ、きっとできる！
拓也	ということで、今日も荒野ナイトやるからログインしてよな。１１時で。
一輝	遅くない？　その時間なら洗濯は終わってるけど、塾の宿題も出るだろうし。お母さんも遅くてさ。
拓也	そうなのか。
一輝	うち離婚しててお母さんがすげー働いてるからさ。
陽太	お前も大変だな。兄弟も多いんだっけ。
一輝	下に５人。
拓也	ぜんぶ面倒見てんだもんな。俺だったら無理だわ。
一輝	おれももう無理だよー。
陽太	あれ、次移動じゃね？
拓也	次なに？
一輝	社会。
陽太	やべぇ！　向田先生に怒られる！
拓也	急げー！

	男子は教室移動のために急いで出て行く。


３　それぞれの悩み

【音楽】『塾の曲』
【照明】②後方少し暗くなり、⑤塾
【練馬区】春、とある塾
	生徒十一名がイスに座って授業を受けている。（１年生なので、英語か数学？）一輝、勉強している。と思ったら居眠りしている。からかわれる。授業が終わる。
【音楽】『チャイム』（先生のセリフの後）
陽太	おはよう一輝。
一輝	はー、よく寝た。
拓也	いやー、今日も寝てたなー。
陽太	な。
拓也	塾で寝たら意味なくね？
陽太	それなー。
一輝	いいのいいの。家の仕事に備えてる。
拓也	何のために塾来てるんだよ。
陽太	それなー。
一輝	親が安心するからいいんだよ。それだけ。
拓也	ほー。親孝行だな。
一輝	うるさい。
陽太	照れるなって。
一輝	照れてない！　じゃ、また明日。
陽太	ほーい。
拓也	ばいばーい。

【照明】②少し暗くなり、⑥一輝の家
【練馬区】春、岩佐家のキッチン
	一輝、晩ご飯を作っている。後ろから声がする。

久実	お兄ちゃん、今日のご飯なにー？
一輝	なんだ、久実か。今日はカレーだよ。
久実	わーい！　カレーだカレーだー！
一輝	久実はカレー大好きだからな。
久実	にんじん柔らかめで！
一輝	はいはい。待っててね。
久実	はーい！　にんじんにんじんにんじん・・・。

	久実、にんじんダンスをしながら出て行く。

絵実	お兄ちゃんお兄ちゃん、今日カレーなの？
一輝	なんだ、絵実か。カレーだよ。
絵実	わーい！　カレーだカレーだー！
一輝	絵実はカレー大好きだからな。
絵実	じゃがいも小さめで！
一輝	はいはい。待っててね。
絵実	はーい！　じゃがいもじゃがいもじゃがいも・・・。

	絵実、じゃがいもダンスを踊りながら出て行く。

希実	お兄ちゃんお兄ちゃん、今日カレーなの？
一輝	なんだ、希実か。カレーだよ。
希実	わーい！　カレーだカレーだー！
一輝	希実はカレー大好きだからな。
希実	玉ねぎトロトロで！
一輝	はいはい。待っててね。
希実	はーい！　玉ねぎ玉ねぎ玉ねぎオニオン・・・。

	希実、玉ねぎダンスを踊りながら出て行く。

駿太	お兄ちゃんお兄ちゃん、今日カレーなの？
一輝	なんだ、駿太か。カレーだよ。
駿太	わーい！　カレーだカレーだー！
一輝	駿太はカレー大好きだからな。
駿太	肉はＡ５ランクの牛肉で！
一輝	はいはい。待っててね。
駿太	はーい！　I like beef!  I like beef! ・・・。

	駿太、牛肉ダンスを踊りながら出て行く。

典太	お兄ちゃんお兄ちゃん、今日カレーなの？
一輝	なんだ、典太か。カレーだよ。
典太	わーい！　カレーだカレーだー！
一輝	典太はカレー大好きだからな。
典太	リンゴとハチミツでマイルドに！
一輝	はいはい。待っててね。
典太	はーい！　I have honey!  I have an apple!  Oh, mild curry and rice! Yeah!

	典太、マイルドダンスを踊っている。そこに、きょうだい全員出てくる。一人一人が要望をガーッと言う。
	はじめは笑顔の一輝だが、次第に表情が曇る。

一輝	うるさーいーーー！
五人	わー、怒ったー！　逃げろー！

	五人、散り散りになる。お母さん（初美）が帰る。

初美	一輝、ただいま／
一輝	あーもう、うるさいって！
初美	ごめん。嗚呼、これが巷で言う反抗期ね・・・。
一輝	あ、いやごめん！　・・・おかえり。
初美	・・・。いつもありがとうね。
一輝	いいよ。
初美	ごめんね。お父さんがいたら／
一輝	その話はしないって約束したじゃん。もういいでしょ。
初美	・・・そう言えば菜月ちゃんは部活やるの？
一輝	あいつのことは知らないよ！
初美	どうして？　一番のお友だちじゃない。
一輝	お母さんには関係ないでしょ。もういいから着替えたら？　今日はカレー。
初美	・・・はい。

	初美、出て行く。

一輝	友だち・・・か。

【照明】②後方少し暗くなり、⑥菜月の家
【練馬区】春、榎元家、菜月の部屋
	それぞれの家で、LINE通話。菜月と明奈がいる。

明奈	おつー。今日も疲れた。
菜月	おつかれー。
遙代	（出てきて）来たよ。
明奈	あれ、塾は？
遙代	今日休み。最高。
明奈	ナイスー。
冬乃	（出てきて）遅くなった～。何の話？
菜月	特に。
明奈	ね。
遙代	今日も疲れたって話。
冬乃	疲れたね～。
明奈	あ、あ、ああ、あ、あ！
菜月	どした？
遙代	壊れた？
明奈	３組の栗本きーちゃん、コクったって聞いた？
冬乃	そうなの？
明奈	らしい！　青春だね～。
菜月	マジかー。きーちゃんが・・・。誰に？
明奈	４組の平山木！　
遙代	いいセンスしてるね。
菜月	だね。
明奈	私的には４組だったら押村かな。
冬乃	あ～いいね～。
明奈	そういえば菜月はカレシとどうなの？
菜月	はい？
明奈	岩佐一輝。
冬乃	おーっ！
菜月	だから違うって！
明奈	菜月は幼なじみと付き合いそうなキャラ。
菜月	だからそのキャラ設定、何？

	菜月のお母さん（奈津子）が顔を出す。

奈津子	なっちゃん、ちょっと。
菜月	はーい。（LINE通話に戻る）呼ばれたのでバイバイ。
明奈	逃げるなー！
遙代	いいところでー。
冬乃	ずるいぞ～。
菜月	明日は国名テストだよ。
３人	あっ！！！　
菜月	がんばろー。バイバーイ。

	お母さんが来る。
	【照明】⑦菜月の家２

菜月	何？
奈津子	何してた？　
菜月	うーん、勉強。
奈津子	あら、ごめん。
菜月	で、何？
奈津子	あのね・・・えっと、急な話なんだけど、お父さんの転勤で、近々引っ越すことになったの。
菜月	えっ？
奈津子　　中学生になったばかりで転校なんてね。大変なんだけど、本当にごめんね。
菜月	いつ？
奈津子	お父さんとは、５月の連休中に済ませてしまいたいって話してるところ。
菜月	・・・。済ませる、って何？　私にとっては、済ませてしまおうっていうような問題じゃないんだけど！
奈津子	・・・。そうだよね。
菜月	それに、連休中って何？　もうすぐじゃん。
奈津子	・・・。
菜月	もういい。
奈津子	お友だちには／
菜月	もういい！

	菜月、走って出て行く。


４　ケンカ

【照明】②後方少し暗くなり、④学校
【練馬区・石東中】練馬区立石 (いし)東 (ひがし)中学校・放課後
一輝がいるところに、菜月がやって来る。
後ろを他の生徒が通りかかる。

菜月	ごめん。待たせたね。
一輝	別に。何？
菜月	あ、あの・・・。
一輝	早くしてよね。二人で一緒にいるの、あんまり見られたくないんだけど。
菜月	あっ、うん。ごめん。
一輝	この前の、じろじろ見るなってやつ、何だったの？
菜月	この前？　あ、あれは別に。
一輝	別にじゃないだろ。いきなりキレたじゃん。
菜月	キレてないでしょ。
一輝	いやキレた。
菜月	はいはいごめんごめん。
一輝	はぁ。
菜月	・・・。家、大変？
一輝	まあね。
菜月	そっか。
一輝	で？　それだけ？
菜月	いや、そうじゃないけど。
一輝	おれ忙しいんだけど。どうでもいいことで／
菜月	どうでもよくないでしょ？
一輝	関係ないじゃん。
菜月	・・・そうだけど。
一輝	で？
菜月	いや・・・。やっぱいいや。見られると困るもんね。
一輝	・・・うん。まあ。
菜月	ごめん。今日は終わり。
一輝	・・・うん。なんかごめん。
菜月	全然。こっちこそ。
一輝	いいよね。
菜月	え？
一輝	なっ・・・。菜月はさ、親もいるし、なんか普通に生活できて。
菜月	私も悩みとかあるから。
一輝	そうなの？　悩みとかなさそうなキャラなのに。
菜月	・・・その「キャラ」って何？　みんなそう言う。
一輝	なんかしっかりしてるし、うーん、普通に生きてていいなって思う。
菜月	普通って何？
一輝	え。普通は普通でしょ。
菜月	説明になってないんだけど。普通って言うけど全然意味わかんない。みんなは普通じゃないの？
一輝	・・・。
菜月	私はその普通キャラで生きていかなくちゃいけないの？　
一輝	別にそういうことじゃ／
菜月	もういい！

	菜月、飛び出していく。

一輝	何だよ。

	　少しして、拓也と陽太がやって来る。

拓也	おー一輝。今菜月が走って行ったけど、どうかした？
一輝	いや、別に何でもないよ。
陽太	うそつけー。どうした？
一輝	うーん、昨日のじろじろ見ないでってやつ。
拓也	あー、あったな。
一輝	それと何かまたキレられた。普通キャラって何？　みたいな。
拓也	そんなこともあったのか。大変だったな。
陽太	ほんとだな。
一輝	マジで分からん。
拓也	てか二人って付き合ってんじゃないの？
陽太	マジで？
一輝	違うって！

	遙代、明奈、冬乃、通りかかる。

拓也	小学校のころから仲良いもんな。
一輝	幼馴染みっていうだけだって。
陽太	普通、女子の幼馴染みとかいなくね。
拓也	だな。よっ！　モテ男！
一輝	だから違うって！

	三人に遅れて、菜月が来る。
	誰も菜月には気づいていない。

一輝	あいつ小さい頃から迷惑ばっかりで一緒にいてもいいことないし。なんて言うか、めんどくさいんだよね。
陽太	おいおい、言い過ぎ言い過ぎ。
拓也	そうだそうだ。カノジョが悲しむぞ。
一輝	だからあんなやつ全然好きじゃないってば！
明奈	ちょっと言い過ぎでしょ。
☆陽太	うおわっと！
☆拓也	おおおう！？
冬乃	菜月がかわいそうでしょ。
遙代	そうよ。まだ来てなくてよか／
菜月	いまーす。
☆陽太	おおおっ！
☆拓也	おおおっ！
遙代	菜月、どうして戻ってきたの？
菜月	別に、戻って来たっていいじゃん。。カバン取りに来ただけだよ。
冬乃	あの、えーと。
明奈	一輝！
一輝	・・・。
菜月	いいのいいの。勝手に何でも言ってれば！
	
	菜月、走って行く。
	
明奈	菜月！
遙代	一輝！　あんた最低ね。
一輝	べ、別にいいし！
冬乃	ばーか！

	女子たち、菜月を追いかける。

拓也	あー。やっちゃった。
陽太	これは呼び出しだな。
一輝	え～。
拓也	女子を泣かしたら最後、夏山先生が黙っちゃいないもんな。やべえぞ。
陽太	だな。地獄の千本レシーブ×５セットくらいか。
一輝	五千本・・・。
拓也	計算してる場合か！
陽太	行けよ。
一輝	やだよ、めんどくさい。
拓也	なに！　女が泣いてるんだぞ！
一輝	別にどうでも・・・。
陽太	じゃ、おれは行くわ。
拓也	おれも。
一輝	えっ、ちょ・・・。

	男二人、走って行く。

一輝	・・・。ん～。くそ。

	一輝、走って行く。


５　そんな場合じゃない

菜月、走ってくる。
遙代たち、追いつく。

遥代	あ、菜月！　こんなところにいたの？
明奈	やっぱり足速すぎて全然追いつかなかった。
菜月	ごめん。
冬乃	さすがは練馬のボルト。
菜月	・・・。
遙代	（こら。）
冬乃	（ごめん。）
菜月	やっぱり私ってあんな風に思われてたんだね。

	少しの間、沈黙。

遙代	いや、あれは強がっただけだって。
冬乃	そうだよそうだよ。
菜月	いや、人ってああいうときに本音が出るでしょ。じゃなかったら、普段思ってもないことをあんなにハッキリと言うわけないじゃん。
明奈	いや、それは・・・。
遙代	でもさ、仮にそうだとしても、あれはあいつらが悪いじゃん。
冬乃	そうだよ～。
菜月	ありがとう。でもね、もういいの。

	菜月、黙って歩いて行く。
	
遙代	菜月・・・。
菜月	ごめん、一人にして。

	遙代、追いかけようとしたのをやめ、菜月が行った方向を向いたまま黙っている。男子二人が到着する。冬乃と明奈は二人の方に向き直る。

冬乃	ちょっと！　菜月があんななっちゃったじゃん。
明奈	そうよ！　どうしてくれんの？
陽太	えっ！？　おれ！？
拓也	いや、申し訳ない。
陽太	もう来ると思うんだけど。
明奈	男子ってああいう話しかできないの？
拓也	いや違うって。
冬乃	最低だよね～。
遙代	ほんと。

	一輝、到着。

一輝	あれ、あいつは？
明奈	遅いわよ！　一人で帰っちゃった。
冬乃	ばーか！
陽太	一輝、遅いぞ。
一輝	くそー。めんどくさ・・・。
遙代	何それ？　何その言い方。
明奈	最低。
陽太	一輝。それはないわ。
一輝	だってしょうがないじゃん！
冬乃	ばーか！
一輝	うるさいな。
拓也	一輝。
遙代	菜月、今、超大変なのに。
明奈	こんな時にあんなこと言って。
冬乃	そうだよ。聞いてないの？
一輝	何だよ、知らねーよ！　お前たちと違っておれだって大変なんだよ！　家事だっておれが全部やってんだぞ！　弟妹だって下に５人もいて、保育園の迎えだってあるるんだよ！　・・・・・・それなのに何？　お前たちは普通に親がいて、学校行って、部活も楽しく選べて！　全然違うじゃん！　全っ然、違うだろ！　全っ然、楽じゃんか。何でおれだけこうなんだよ。おれだって部活やりたいよ。家事なんて・・・やりたくないんだよ。おれだって・・・。

	一同、黙り込む。

遙代	そうだったんだ…。知らなかった。
一輝	あ、ごめん。知らないよな、そんなこと。無駄だよね。関係ないのに。カッコ悪。
遙代	ううん、知らなかったけど、言い過ぎたよね。一輝。
明奈	私も。ごめん。
冬乃	・・・ごめんね。
一輝	いや、いいよ。気にしないで。
拓也	お前、そんなに。
陽太	おれもなんか悪かったな。
一輝	いいんだって。忘れて忘れて。
陽太	でもさぁ、おれたちにそういうこと何も言わないでさ。もっと相談とかしてくれても良かったんじゃないの。
一輝	そっか。・・・ありがと。言ったらなんかスッキリしたし。・・・さて、帰るか。
拓也	一件落ちゃ・・・？　ん？
一輝	ん？　どうした？
陽太	何か忘れてるような。
女子	・・・菜月！！！
男子	あっ！！！
遙代	菜月！　転校！
一輝	テンコウ？　明日は雨だけど。
明奈	違う違う！　転校しちゃうの！　
一輝	えっ？
冬乃	昨日の夜、LINE来た。
遙代	だから、今メンタル超やばいんだって。
陽太	マジか・・・。
明奈	だから、あんなこと言っちゃダメだって。
一輝	・・・。
遙代	ほら。何してんのよ。
遙代	早く行きなよ。
拓也	ほら行けって。
一輝	・・・行ってくる。

	一輝、走り出す。みんなも後を追って行く。


６　笑い飛ばそう

【音楽】『メランコリー』
【照明】②後方少し暗くなり、⑧夕方の公園２
【練馬区・公園】練馬区のとある公園
菜月がベンチに座っている。一輝が走ってやってくる。

一輝	なっ・・・菜月。
菜月	・・・。
一輝	さっきは、ごめん。
菜月	別に。

	沈黙

一輝	あのさ。
菜月	うん。
一輝	・・・よく遊んだよね。ここで。
菜月	・・・え？

	菜月、あたりを見回す。

一輝	なんかさ、この前まで普通に遊んでたよね。
菜月	そうだね。
一輝	最近忙しくなって、なのか、なんなのか分かんないけど、遊ばなくなって。
菜月	二人でいるのがイヤなんでしょ？
一輝	二人でいるの、って言うか、何て言うか。
菜月	昔はいつも一緒だったのにね。

	二人、黙っている。

菜月	ほら、覚えてる？　小さい頃、ここで私が犬に追いかけられて泣いてたの。
一輝	ああ、あったね。
菜月	助けてくれたんだっけ。
一輝	うん、確か・・・。

【照明】⑨一輝と菜月サス＋⑩回想シーン
【練馬区・公園】練馬区のとある公園
年中さんくらいの数人の子どもたちが遊んでいる。
５歳の時の菜月と一輝。菜月がおびえている。その前に一輝、向かいに一匹の犬。

菜月	えーん、えーん。
一輝	こらー！　犬！　これ以上近づくな！　なっちゃんはボクが守る！
犬	ワンワン！
一輝	これでも喰らえー！

	一輝、近くにあった石ころをいくつか投げつける。当たりはしないが、犬はいったん反対側へ逃げる。

一輝	はっはっはー！　どうだー！
菜月	かーくんカッコイイ！

	しかし犬が逃げた方向から、さっきの犬と、一瞬だけ遅れて犬の仲間たちが一斉に追いかけてくる。

犬たち	ワンワンワンワンワンワンワンワン！
☆菜月	きゃーーーーー！（しゃがむ）
☆一輝	わーーーーーー！（逃げる）

	犬と一輝、一度ハケる。
	少しして、一輝が戻って来る。

一輝	なっちゃん、大丈、夫？（倒れる）
菜月	かーくん！！　大丈夫！？

	【照明】⑨一輝と菜月サス

一輝	あ、あれ？
菜月	ま、まぁそんなこともあったよね。結果、助かってるし。あとほら、小３のとき。（黒衣、ごみを散らかす）
一輝	何だっけ。
菜月	お気に入りの髪ゴムを失くしちゃって。必死に探してくれたじゃん。
一輝	ああ、あったあった。

【照明】⑨一輝と菜月サス＋⑩回想シーン
　小３の菜月が探し物をしている。
そこに一輝がやって来る

菜月	あれぇ、ないなぁ。
一輝	なっちゃん、どうしたの？
菜月	あのね、髪ゴム失くしちゃったの。丸いのがついてるお気に入りのやつ。
一輝	髪ゴム？　よーし、任せて！

	一輝、張り切って探そうとする。ゴミが散らかっているところを探し始める。
【音楽】『壊れる音』

一輝	ないなぁ。（髪ゴムを踏んでしまう）・・・あれ？
菜月	ん？
一輝	あっ！　あった！！　これだよね？
菜月	（今踏んだよね？　という表情で）・・・ありがと。
一輝	うん！

	黒衣、ごみを回収する。
	【照明】⑨一輝と菜月サス

菜月	あれ、お気に入りだったのになぁ。
一輝	おれが壊しちゃったのか！
菜月	カタチあるものはいつか壊れるのよ。
一輝	・・・何かごめん。
菜月	いや、いいのいいの！　それにほら、去年だって。移動教室の肝試し！
一輝	ああ、男の意地の見せ所だ。

　　　　　小６の菜月と一輝が歩いてくる。
【音楽】Ⅵ『ひゅ～どろどろどろどろ』
【照明】⑨一輝と菜月サス＋⑪肝試し

菜月	かーくん、怖いね・・・。
一輝	だだだだ大丈夫だよ、ななっちゃんはボボクが守る。

	オバケ役の陽太と拓也、脅かす。
	
一輝	ひやぁーーーーーーーーーーい！（逃げる）
菜月	あ、高田くんと水田くん。かーくん・・・あれ？
一輝	悪霊退散！　悪霊退散！（塩を投げつける）
拓也	効かないぞぉ～。
陽太	わあぁぁぁ～。
一輝	わーーーーーーー！（逃げる）
菜月	かーくん？
陽太	やりすぎたかな
拓也	そんなに怖かったか？

	残された三人、ぽかん。
	【照明】⑨一輝と菜月サス

一輝	まさか本物のオバケが出ると思わなかった。
菜月	いやあれは・・・（小声）ま、いいか。
一輝	さすがに勝てないよ。これもダメか。
菜月	えーと、ほら、私が中学受験で落ちちゃったとき。
一輝	そういえば・・・。

【照明】⑨一輝と菜月サス＋⑩回想シーン
　小６の菜月が受験結果を見ながら悲しんでいる。
そこに一輝がやって来る。

菜月	あ、かーくん。ふふ、落ちちゃった。
一輝	そうなの？　残念だったね・・・。大丈夫？
菜月	言ったじゃん、難しいところだって。だから全然気にしてないから大丈夫。
一輝	なっちゃんを落とすとか許せない！　見せて！
菜月	はい。

	菜月、受験結果を見せる。

一輝	えーと、国語が２８点！　なんて難しいんだ！
菜月	ちょっと！　大声で言わないで！

	通りすがりの人たちや遊んでいた子どもたち、聞き耳を立て始める。

一輝	えっ！？　算数が２０点！？　テストが悪い！
菜月	だから声が大きいって！
一輝	なに！　作文１２点に面接６点！　これはインチキに決まってる！
菜月	かーくんっ！

	近くの人たちは耳に手を当て、ガッツリ聞いている。

一輝	あっ・・・。（きょろきょろ）ボ、ボクの結果なんだけどね！　はははははっ！
菜月	もう遅いよ・・・。

	近くの人たち、咳払いなどしながら動き出す。
	【照明】⓪前明かりなし地明かり＋⑧夕方の公園２

一輝	いやぁ、あれは大変だったね。
菜月	まさかの公開処刑。
一輝	なんかおれ、菜月のこと全然守れてないし助けられてないね。ごめん。カッコ悪・・・。
菜月	べ、別に守ってもらわなくても。
一輝	あ、いや・・・うん。
菜月	・・・でも、必死に助けてくれようとするところは、らしいんじゃない。ま、大体いつも失敗するけど。
一輝	う。申し訳ない。
菜月	いいんじゃない。そんなもんだって思ってるから。
一輝	・・・ありがと。
菜月	まぁ・・・どうも。

	沈黙。

菜月	なんかさ。
一輝	何？
菜月	なんかさ、自分の力ではどうにもならないことが多すぎる。人生。
一輝	・・・そうだね。
菜月	きょうだいたくさんいて、面倒見て、塾も行って。私には耐えられないだろうなぁ。正直、すごいと思う。
一輝	いやまぁ、もう慣れた。それより、転校するって。
菜月	・・・うん。お父さん転勤だって。
一輝	どこに？
菜月	・・・福岡。
一輝	福岡・・・。遠いね。
菜月	ね。世の中ってほんと理不尽。・・・ほんとに。
一輝	あの、さっきの。ごめん。つい。
菜月	ううん。いいの。おうち、大変だもんね。
一輝	ま、何とかやっていくしかないからさ。
菜月	みんなから私スゴイみたいな扱いされるけど、ほんとは違うの。でもうまく生きていかなきゃね。
一輝	ありのままでいいんじゃない。
菜月	・・・うん。

	一輝、グーの手を突き出す。
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一輝	どう？
菜月	懐かしい。最近やってなかったね。あの頃は純粋に友だちと遊んでるだけでよかったのにね。
一輝	友だち・・・ね。
菜月	ん？
一輝	いや、友だちって何だろうね。
菜月	友だちは友だちでしょ。
一輝	おれたち・・・いや、いいや。
菜月	ん？
一輝	どうして急にいろいろ変わっちゃったんだろうね。
菜月	ほんと。・・・ただ笑ってたい。

	沈黙

一輝	転校しても、絶対またやろう。
菜月	うん。二人だけの、特別だもんね。

	菜月、グーの手を突き出す。

一輝	・・・よーし。最初はグー！
二人	じゃんけんポン！（一輝グー、菜月チョキ）
一輝	あっち向いて、ホイッ！（上をさす）
菜月	（上を向く）あ。また負けた。何でかなー。
一輝	なつ・・・、なっちゃんは最初にチョキを出して上を向くクセがあるんだよ。気付いてないでしょ。
菜月	え！　そうなの？　全然知らなかった。
一輝	だからおれが勝つことが多かったってこと。
菜月	・・・かーくんズルイ！　もう１回！
一輝	オーケー。
菜月	ここからが本番なんだから。
一輝	よーし、こい！
菜月	最初はグー！
二人	じゃんけんポン！

	二人は「あっち向いてホイ」を続ける。
	遥代たち、拓也たちがやって来る。
	【照明】⓪前明かりなし地明かり
[bookmark: _GoBack]高まる音楽の中、幕が下りる。
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